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教員のＩＣＴ活用指導力の向上が不可欠

１．教育の情報化のねらい１．教育の情報化のねらい

２

「教育の情報化」により「生きる力」をはぐくむ

１．「情報活用能力」を育成
情報社会に主体的に対応できる「情報活用能力」を育成

２．「わかる授業」を実現し、「確かな学力」を向上
各教科等における効果的なＩＣＴ活用により、基礎・基本の

習得、判断力・表現力の育成など「確かな学力」を身につけさ
せる



６０．５％

平成１７年

３月

小学校

全国平均

高等学校

６８．０％４０．９％

５５，１％３１．５％

８０．１％５０．７％

３６．０％

平成１３年

e-Japan戦略開始

平成１３年

３月

平成１８年

３月

７１．３％

７６．８％

６７．３％

８５．６％

ｅ－Ｊａｐａｎ戦略
における目標

概ね100％

概ね100％

平成１８年３月

e-Japan戦略終了

中学校
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３．教員のＩＣＴ活用指導力の調査項目の現状３．教員のＩＣＴ活用指導力の調査項目の現状

４．教員のコンピュータ活用等の実態
（２）教員の実態

②コンピュータ等を使って教科指導等ができる教員数

「コンピュータ等を使って教科指導等ができる教員」とは、何らかの手段で少しでも（過去も含めて）コン
ピュータ等を活用した授業等ができる教員のことである（実際に行っているかどうかは問わない）。

なお、コンピュータの授業での活用例としては、以下のようなものがあるが、これに限定されない。

・理解が難しい内容を視覚的にイメージ化するような教育用コンテンツを部分的に提示することができる。
・児童生徒がインターネット上の情報やデジタルカメラの画像などをプレゼンテーションソフトなどを使ってまとめ、

発表するような授業をすることができる。
・授業の一部で児童生徒がドリル型コンテンツなどを使って学習するような授業をすることができる。
・電子メールやグループウェアなどを使って交流・共同学習を行うような授業をすることができる。
・授業の導入やまとめなどで、動画などの教育用コンテンツやインターネット上の素材を提示することができる。
・実物提示装置やスキャナなどを使って教科書上の絵・グラフや学習素材などを提示することができる。
・プレゼンテーションソフトなどで教材を作成・提示することができる。
・電子黒板などで教科書や教材を提示し、書き込みしながら授業を行うことができる。
・児童生徒がインターネットなどを使って課題に対応した情報を収集、整理するような授業をすることができる。
・テレビ会議システムなどを使って学校間での交流学習を行うような授業をすることができる。
・校内ネットワークなどを使って、児童生徒の学習成果を共有・相互評価させることができる。

「学校における教育の情報化の実態等に関する調査」より
４



Ⅱ 今後のＩＴ政策の重点
２．ＩＴ基盤の整備

（３）人材育成・教育

＜現状と課題＞
今後は、学校におけるＩＴ環境の一層の整備を進めるとともに、ＩＴを活用した学力向上等のための

効果的な授業の実施や、学ぶ意欲を持った子どもたちがＩＴを活用して効果的に学習できる環境の実
現などが期待されるが、そのためには、教員のＩＴ活用能力を一層向上させるとともに、優良な教育
用コンテンツの整備を進めていくことなどが必要である。
＜目 標＞

２．教員のＩＴ指導力の評価等により教員のＩＴ活用能力を向上させる。
＜実現に向けた方策＞

３．2006年度までに教員のＩＴ指導力の評価の基準の具体化・明確化を行い、それに基づ
き、ＩＴを活用した教育に関する指導的教員の配置や、教員のＩＴ活用能力に関する評価
をその処遇へ反映すること等を促進することにより、全ての教員のＩＴ活用能力を向上さ
せる。

＜評価指標＞
４．教員のＩＴ活用能力の評価や指導的教員の配置等、ＩＴ活用能力を反映した教員の処遇

を行っている自治体数。

次世代を見据えた人的基盤づくり
―全ての教員へのＩＴ機器の整備、ＩＴ活用による学力向上―現状と課題

４．「ＩＴ新改革戦略」（平成１８年１月ＩＴ戦略本部決定）【抜粋】４．「ＩＴ新改革戦略」（平成１８年１月ＩＴ戦略本部決定）【抜粋】

５



５．「重点計画-2006」（平成１８年７月ＩＴ戦略本部決定）【抜粋】５．「重点計画-2006」（平成１８年７月ＩＴ戦略本部決定）【抜粋】
Ⅱ ＩＴ新改革戦略を推進するための戦略

２．ＩＴ基盤の整備

２．４ 次世代を見据えた人的基盤づくり

ー全ての教員へのＩＴ機器の整備 、ＩＴ活用による学力向上ー

②教員のＩＴ活用指導力の向上

教員のＩＴ活用指導力の評価等により教員のＩＴ活用能力を向上させる。

【具体的施策】

（１） 教員のIT活用指導力の評価の基準の具体化・明確化（文部科学省）
概ね全ての公立学校教員がコンピュータ等のITを活用して指導することができるようにするため、

2006年度中に次の取り組みを推進する。
ａ）教員のIT活用指導力の基準の具体化を図り、到達目標を明確にする。
ｂ）ITを活用した教育の効果に関する調査研究を行い、その結果を公表し、広く周知することによ

り教員のIT活用に対する理解を高め、IT活用指導力の向上を促進する。
ｃ）教員が自由な時間に必要なITスキル等を学ぶことができるe-Learningプログラムの充実を図

る。
ｄ）各教員のIT活用指導力の実態に応じたきめ細かな研修等の支援を行う。

（２） 教員のＩＴ活用環境の整備（文部科学省）
＜前掲 Ⅱ．２．４ 次世代を見据えた人的基盤づくり ①（１）(ア)＞ ６



＜「ＩＣＴ活用指導力」の体系化＞
○校種、教科等を踏まえた教員の「ＩＣＴ

活用指導力」について概念整理する。

・海外事例
・地方自治体における成功例
・検討会委員からの意見
・検討会委員からの資料提供
・有識者等ヒアリング 等

＜過去に示された「指導場面」等の整理、再検討（作業部会の設置）＞
○「『ＩＴを用いて指導できる』基準の作成のための調査研究」（H１４年度）

で示された「指導場面」
○「ｅーラーニング研修システムの開発に関する委嘱事業」（平成１７年度）

で示された指導場面に対応した「学習コース」 （ＩＣＴキュービック） 等
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６．具体的な検討イメージ、アウトプット（案）６．具体的な検討イメージ、アウトプット（案）
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（イメージ図）

１．準備段階

1-1 教材研究にＩＣＴを活用することができる
1-2 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

２．実施段階
2-1 動機づけのための提示にＩＣＴを活用することができる
2-2 教員による学習内容の説明にＩＣＴを活用することができる
2-3 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

３．評価段階
3-1 児童生徒の評価にＩＣＴを活用することができる
3-2 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

４．・・・・・・・・・・・・・
８

教員のＩＣＴ活用指導力の基準（イメージ）



●各教育委員会等を通じて、学校現場（管理職）
へ周知徹底し各教員の自己啓発、意識改革に活用

●地域が独自に実施する教員研修において活用

●教員評価に「ＩＣＴ活用指導力」が盛り込まれた
際の評価基準として活用

●教員養成課程での活用（大学等）

●「学校における教育の情報化の実態等に関する
調査」の調査項目へ反映（平成１８年度調査～）

７．教員のＩＣＴ活用指導力の基準の活用方法（案）７．教員のＩＣＴ活用指導力の基準の活用方法（案）

９
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８．「ＩＣＴ活用指導力検討会」のスケジュール（案）８．「ＩＣＴ活用指導力検討会」のスケジュール（案）

１０

「ＩＣＴ活用指導力」の体系化

●基準の活用・普及

方策等について検討

●検討会報告書の

作成

親

会

議

過去に示された「指導場面」等
の整理、再検討

状況報告、フィードバック
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○第７回（平成１９年３月下旬） ①「ＩＣＴ活用指導力検討会」報告書素案について

○第１回（平成１８年１０月５日） ①趣旨説明
②作業部会の設置について

③「ＩＣＴ活用指導力」についてフリーディスカッション

○第２回（１１月７日） ①「ＩＣＴ活用指導力」の概念整理総論（その１）

②委員からのプレゼンテーション（その１）

○第３回（１１月下旬） ①「ＩＣＴ活用指導力」の概念整理総論（その２）

②委員からのプレゼンテーション（その２）
③作業部会からの報告（その１）

○第４回（１２月下旬） ①「ＩＣＴ活用指導力」の概念整理各論（その１）

②有識者等からのヒアリング（その１）
③作業部会からの報告（その２）

○第６回（平成１９年２月下旬） ①「ＩＣＴ活用指導力」の基準の活用方法・普及方法について
②今後の教員のＩＣＴ活用指導力の向上のための方策について
③「ＩＣＴ活用指導力検討会」報告書骨子（案）について

○第５回（平成１９年１月下旬） ①「ＩＣＴ活用指導力」の概念整理各論（その２）
②有識者等からのヒアリング（その２）

９．具体的な検討スケジュール（案）９．具体的な検討スケジュール（案）

１１



（参考１）

「『ＩＴを用いて指導できる』基準の作成のための調査研究」（平成１４年度）概要
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情報教育の基本

校務の情報化

小学校の教員 中学校・高等学校の教員

関連付けが必要

基本的操作能力

教員に必要な「知識」
と「スキル」を整理

各教科等ごとに、教員に必要な「知識」「スキル」を整理

ＩＣＴを効果的に活用して「わかる授業」を行うことに関し、教員がどのような知識やスキルを習得する必要
があるかについて明確にされていなかったため、各教科の指導にあたり必要な「知識」や「スキル」を示した。
（各教科等の並び順は、本調査研究報告書の内容に合わせており、学習指導要領における並び順とは異なる。）

１２



（参考２）e-learning型の研修システムの提供（ＩCＴキュービック）

教員が授業でのICT活用方法などを自由な時間に研修することができるWeb提供型
研修システムの提供（http://www.nicer.go.jp/ict3//）
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